


■ 群馬県前橋市の中心市街地において、多岐に渡るまちづくり事業を展開している。



■ 2016年に前橋市が掲げたビジョン「めぶく。」に基づき、中心市街地エリアの開発が進行中。



■ また、直近は2026年9月の「前橋国際芸術祭」をマイルストーンの1つのとして、開催に向け準備が進行中。









■ 域外企業がMACに参画する際は、オンボーディングとしてまちづくりの各種情報をインプットした後、定期的な対面/オンラインでのプログラムを提供する。最終的な出口と
して、プロジェクトへの参画・創出に繋がる運用を想定。



■ 域外企業にとってMACに参画することは、前橋との共創実現の糸口として機能し、将来的にはCSVの観点からのメリット享受が可能と思料。



■ MACの運用にあたり、①受入地域側の実装の土台整備、➁域外企業を継続的に巻き込む効果的指標の設計、の2点が必要不可欠である



4.1.1 現場運用が可能な体制整備

■ 外部から人材を呼ぶこと自体は有効だが、実証で、受け入れ側の現場体制（現場に張り付き、信頼を育み、利害を調整して運用を回す）が整っていないと、参画は
単発の応援で終わり効果を発揮しないと分かった。礎役・サポート役など受け皿づくりが先で、役割定義もその土台があって初めて機能する。





■ MACのロードマップとして、直近2～3年間は前橋での運用を通じてデータを蓄積し、確立したモデルの他地域展開を目指す。

■ 直近1年は現実的なMAC立ち上げに向け、特定のプロジェクトに焦点を当てた運用を検討中。



■ 2～3年目では対象分野・プロジェクトを拡大し、KPI確立を初めとするノウハウ蓄積を進める。

■ 将来的にはMACの構造を全国に展開し、単なる複製としてではない、各地域の特性を活かした運用モデルの確立を企図。
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